
 

9・22杉原浩司さん講演集会プログラム 
9・22 講演集会実行委員会 
呼びかけ人： 
寺田道男 三野英二 茂木康 前田秀夫 太田やくーと 岩田吾郎 松田耕典 難波希美子 高橋もと子 

   13：30 開場/受付 14：00 開会 17：00 閉会 
 

 

＜1＞司会/開会・プログラムとスケジュール紹介・自己紹介 

難波希美子（能勢町議会議員）   （５分）～14：05 

 

＜2＞実行委員会代表挨拶/自己紹介 

岩田吾郎             （5分）～14：10 

 

＜3＞朴偕泰（人民新聞社）香港・台湾からのビデオメッセージ 

（10 分）～14：20 

 

＜4＞杉原浩司さん講演（自己紹介+パワーポイント上映） 

（80 分）～15：40 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜5＞休憩     ＊会場カンパ要請（司会）               

（10 分）～15：50 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜6＞質疑応答/会場発言 

（30 分）～16：20 

＜7＞会場アピール                        

 ①沖縄アピール（10 分） 

西川雄二（辺野古に基地を絶対つくらせない大阪行動）         ～16：30 

 ②全国学生行動連絡会（学生行動）アピール（5 分） 

中原勲・須藤圭一（関西ブロック）             ～16：35 

                                  （15分）～16：35 

 

＜8＞閉会・集会まとめ/西明良              

（10 分）～16：45（17：00） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

＊交流会 17：30～19：30     場所：居酒屋千石 ２階  
               TEL06-6882-3838/ 大阪府大阪市北区天神橋 4-12-18 

会費・呑む人￥3000/呑まない人￥1500/学生￥1500 
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武器輸出は「死の商人国家」の道                     
 2024年9月22日 

 

                     杉原浩司 武器取引反対ネットワーク（NAJAT） 代表   
 

はじめに～エマニュエル駐日米国大使の賞賛 

「岸田首相は2年間で、70年来の政策の隅々に手を入れ、根底から覆した。防衛費のGDP比2％への

増額、反撃能力保有、そのためのトマホークの購入に踏み切った。防衛装備品の輸出にもメドをつけ

た。日本は今や米国にとって完全なる安全保障のパートナーだ」（4月7日、産経） 
 

１．防衛装備移転三原則のまやかし 

・憲法理念を具現化させた「武器輸出三原則」の積極的な意義：主権在民×平和主義 

→「一番九条らしい政策」（青井未帄、『世界』6月号での石井暁との対談） 

・2011年12月 野田民主党政権による「武器の国際共同開発」の包括的例外化 

→2014年4月 安倍政権による武器輸出三原則撤廃と「防衛装備移転三原則」の閣議決定 

・有名無実の「紛争当事国」＝「武力攻撃が発生し、国際の平和及び安全を維持し又は回復するため、

国連安全保障理事会がとっている措置の対象国」 

→2月21日、本村伸子衆議院議員の質問に林芳正官房長官「現時点で基本的に存在しない」 

・「平和国家の理念」の堕落：「国際紛争を助長しない」→「国連憲章を遵守する」 

・それでも殺傷武器の輸出は回避＝抑制的な5類型（救難、輸送、警戒、監視、掃海）に限定 

・10年で完成品の武器輸出は三菱電機製の防空レーダーのフィリピン輸出1件のみ 
 

２．殺傷武器の輸出解禁という「憲法的大惨事」 

・2023年6月、立憲民主党も賛成し軍需産業強化法が成立。武器輸出や設備増強に税金投入 

※参議院外交防衛委員会の参考人として、松川るい議員と「死の商人」めぐり論争 

・自民7人、公明5人のわずか12人の与党議員が23回の密室協議で”くにのかたち”を大転換 

→本来なら全会一致の国会決議が不可欠（1981年に武器輸出三原則の厳格運用求める決議） 

＜2023年12月の殺傷武器輸出解禁の危険性＞ 

（1）ライセンス品輸出：米独などへの輸出により、玉突き的にウクライナ、イスラエルへの輸出促進 

（2）部品輸出：F15戦闘機のエンジン（IHI製）輸出により、戦闘機による戦争犯罪に加担 

（3）5類型の殺傷武器の搭載解禁：当時の防衛官僚（髙見澤將林）の「証言」だけを根拠に 

（4）「国際法違反の侵略などを受けている国」への非殺傷武器輸出：定義が曖昧、恣意的になる 
 

３．過去の実例から見た次期戦闘機第三国輸出の問題点 

（1）英国によるサウジアラビア（日英伊共同開発に参画を希望）への戦闘機ユーロファイター輸出2015

年からのイエメン内戦への軍事介入で72機が無差別空爆に多用。民間人の殺傷、「世界最悪の人道

危機」をもたらす（イエメン内戦の経緯と現状は『地平』創刊・8月号佐藤寛論文を参照） 

・最初の約3ヶ月で2724回の空爆。2018年8月にはバスを空爆し子ども40人を虐殺 

・2019年9月、国連人権理事会の専門家グループは、米英仏などによる「合法性の疑わしい」継続的な

武器輸出が「紛争と人々の苦難を長引かせている」と非難。英国で輸出差し止め訴訟も 
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※英BAEシステムズはサウジアラビアの王族に巨額の賄賂を渡して武器輸出契約を”成功”させ、一大

スキャンダルに（『武器ビジネス』原書房、映画『シャドー・ディール』） 
 

（2）韓国によるフィリピンへのFA50戦闘機輸出 

2017年、ミンダナオ島マラウィ市でのフィリピン軍と武装勢力へとの市街戦に使用され人々を殺傷 
 

４．「歯止め」のデタラメ 

「次期戦闘機に限定」：「新しい案件を追加していけばいいだけで何の制約もない」（小野寺五典） 

「戦闘地域を除外」：停戦になればOKか、「部品の供給差し止め」に実効性なし 

「防衛装備（武器）移転協定の対象国」：現行でも同様 

 米国、英国、フランス、ドイツ、イタリア、スウェーデン、豪州、インド、シンガポール、フィリピン、インド

ネシア、マレーシア、ベトナム、タイ、アラブ首長国連邦（UAE）の15カ国（現時点） 

・米英によるイラク侵略戦争。英国はユーロファイター等で2014～2017年にかけてイラクで1300回以上、

シリアで260回以上の攻撃 

・UAEはサウジアラビアと共にイエメンを無差別空爆（←日本は川崎重工製輸送機C2輸出企て） 

＝「戦闘機を他国への攻撃や威かくでなく、抑止力に使う輸出先を想定」（4/3読売）のデタラメ 

「二重の閣議決定」：国会と主権者を完全に無視した行政の独裁 

→小野寺の詭弁「輸出できれば対等になり、英伊による問題ある武器輸出を止められる」 
 

５．次期戦闘機の第三国輸出解禁の先にあるもの 

「地対艦ミサイル(12式地対艦誘導弾能力向上型)は防御的なので輸出していくべき。平和国家として

の姿勢と両立し得る」（小木洋人：地経学研究所主任研究員／6月14日『プライムニュース』） 

「12式は格好の装備ですが、陸自に輸出の意識は全くない。もったいないなあと思います」 

「演習も輸出促進の一環になる」（伊藤弘太郎、1月14日読売） ⇒次期戦闘機より先の可能性大 
 

６．「同志国」軍への武器無償供与＝OSA（政府安全保障能力強化支援）の危険性 

・外交を軍事化させ、米国主導の露骨な中国包囲網の一翼を担う（＋国内軍需企業への補助策） 

 2023年度（20億円）：フィリピン、マレーシア、フィジー、バングラデシュ 

 2024年度（50億円）：フィリピン、インドネシア、パプアニューギニア、ベトナム、モンゴル、ジブチ 

 →防衛装備移転三原則に即して運用。国内紛争や軍・警察による人権侵害に加担しかねない 
 

７．侵入の玄関口となった武器見本市 

・2015年5月、パシフィコ横浜でのMast Asiaに始まり、千葉県有の幕張メッセで4回も開催 

・5年で43兆円（武器ローン込み60兆円）の軍事費膨脹に群がる世界の軍需企業＝「死の商人」 

・イスラエル軍需企業の出展の急拡大 

「DSEI Japan」2019年11月：3社（自衛隊への導入の布石に）→2023年3月：16社へ 

・売り文句は「戦場で証明済み」、「イスラエル新興、戦地を実験場に」（3月27日、日経） 

※ノルウェー製長距離ミサイルJSM、米レイセオン製トマホーク400発などの売り込みにつながる 
 

８．国内外の軍需企業の増長と膨脹 

・米ロッキード・マーチン、英BAEシステムズなどの欧米軍需大手がアジアの拠点を日本にシフト 

・1月11日、米国防総省が同盟国の軍需産業を米戦略に統合する「国家防衛産業戦略」を公表 



3 

 

・国内軍需大手が軒並み人員と設備を拡大・増強へ 

三菱重工は「ミサイル特需」で23年度契約額が1兆6803億円（大軍拡有識者会議メンバーに） 

三菱電機はオーストラリア国防省と豪軍の警戒能力高める武器の共同開発で初の直接契約。米軍需

大手RTX（旧レイセオン）に艦船用レーダーの基幹製品である電源装置（米海軍のミサイル駆逐艦や

空母、フリゲート艦に搭載するレーダー「SPY-6」用）を納入へ 

IHIは次期戦闘機共同開発のため、英伊に開発拠点を設置。米国にF35のエンジン部品を売却 

※経済秘密保護法、学術会議の法人化、「防衛イノベーション技術研究所」設置等と一体の動き 
 

９．危険な「日米合意」とオーカス（AUKUS）への組み込み 

日米共同声明の恐るべき内容 

・指揮統制連携の強化 

自衛隊：2024年度末に統合作戦司令部を創設＝立憲も賛成して改悪防衛省設置法等が成立 

米軍：横田の在日米軍司令部の権限強化（日米共同訓練の企画立案機能や実働部隊の限定的指揮

権付与など）、司令官を中将から大将に格上げ、統合任務部隊の設置、共同作戦能力強化 

・「日米防衛産業協力・取得・維持整備定期協議」（DICAS）の創設：ミサイル共同開発・生産、米軍艦

船・航空機の日本企業による維持整備の解禁、米国の武器生産体制ひっ迫の補完 

→9月24・25日に防衛省で作業部会（ミサイル共同生産、米空軍航空機維持整備など） 

※高出力の電磁波をドローンやミサイルに当てて無力化する武器の日米共同研究も 

・日本は対中抑止の攻撃的軍事同盟AUKUSと「第二の柱」での先端技術分野をめぐる協力に向けた

協議を開始（AI、量子、電子戦能力、サイバー、極超音速兵器等）：量子技術などが狙われる 

→9月17日、米英豪首脳は共同声明で「海上の自動運航システム開発での日本との協力」表明 

＝機密保持体制の強化（経済秘密保護法）と連動 

※日米比での3カ国共同軍事訓練の拡充なども（米陸上配備型中距離ミサイルシステム展開へ） 
 

10．イスラエル「死の商人」との結託 

・2023年3月のDSEIでイスラエル最大の軍需企業エルビット・システムズと伊藤忠アビエーション、日本

エヤークラフトサプライがシャンパンで乾杯しながら「戦略的協力覚書」を締結 

※伊藤忠アビエーションはノルウェー製長射程ミサイル「JSM」輸入、武器輸出の事前調査も 

→NAJATなどがハガキを組み込んだアクションシートの配布、企業への申し入れなど展開 

→10月7日以降のガザ大虐殺への抗議に立ち上がった若者たちが合流し取り組みを強化 

 （伊藤忠本社前抗議、就活イベントなどでのアピール、ネット署名など） 

 全国各地、カナダなどでの抗議、マレーシアのファミリーマートへのボイコットなどに発展 

→2月5日、伊藤忠が国際司法裁判所（ICJ）の仮保全命令、上川外相談話を理由に終了を発表 

 ＝ICJ命令後、初のBDS（ボイコット、投資引き揚げ、制裁）の成功例に。市民の大きな勝利 
 

11．イスラエルの虐殺ドローン輸入の動きが発覚 

2月20日、市民による防衛省との交渉とその後の追加質問で7機中5機がイスラエル製と判明 

※2020年度、2021年度に既に音響測定装置などを導入（←2019年11月のDSEIも影響か） 

＜小型攻撃機＞ 

・SkyStrker（エルビット・システムズ）：日本エヤークラフトサプライ（落札価格 1430万円） 

・ROTEM L（IAI）：海外物産（落札価格 1円） 
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・Point Blank（IAI）：海外物産（落札価格 1円） 

・HERO-120（Uvision）：住商エアロシステム（落札価格 6063万7500円） 

＜多用途／攻撃機＞ 

・Heron MKⅡ（IAI）：川崎重工（落札価格 31億5062万円）←2004年国際航空宇宙展で展示 

→3月11日、アーティストら市民有志が川崎重工がメインパートナーの西洋美術館で抗議行動 

  3月15日、輸入代理店4社への「殺しで儲ける会社ツアーデモ」を敢行 

  4月16日、5月31日、防衛省前で申し入れと抗議。東西でネット署名を展開し提出 

  6月21日の防衛省交渉で小型攻撃機の候補機にスペイン製、豪州製の2機種追加が判明 

  6月26日、神戸での川崎重工株主総会に抗議。橋本社長は「災害対応用」と強弁！ 

  9月11日、住友商事本社に署名提出→9月18日、「契約終了。現在取引はない」とのメール 

  9月20日より、グローバルボイコットへ（Kawasakiのバイク、サミット、トモズの不買など） 

イスラエルで実証試験し、小型攻撃機は報告書納入・契約金支払い済み。 

2025年度概算要求に自爆型小型攻撃機の取得費30億円を計上。1機種で310機。今後、再度の一般

競争入札で本採用へ。 
 

12．デュアルユース（軍民両用）製品の軍事利用 

・大手産業ロボット製造企業ファナック（FANUC）がイスラエルや米英の軍需企業に産業ロボットを販売。

製造武器（155mmりゅう弾砲など）がガザ大虐殺で使用＝虐殺現場に最も近い日本企業 

→パレスチナBDS民族評議会からの要請を受けて、BDS Japan Bulletinなどがネット署名 

 3月22日に28000筆超を山梨本社に提出。6月27日の株主総会に追加署名を提出し抗議 

＜ファナックの言い分＞ 

・「過去5年、当該軍需企業に軍事的な用途の販売は行っていません」 

→米英は外為法の「グループA」であり、エンドユーザー（最終顧客）や用途の確認義務無し。「大量破

壊兵器」用途以外の通常兵器の確認は不十分 

→欧州子会社から商社やシステムインテグレータへの販売の場合、エンドユーザーは未確認 

13．巻き返すために～「最後の命綱」としての市民運動の課題 

＜パレスチナ解放＞ 

・イスラエル製虐殺ドローン輸入、ファナックの虐殺加担をやめさせる取り組みの強化 

・年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）のエルビット・システムズへの投資をやめさせる 

・日イスラエル経済連携協定共同研究の中止、武器・技術秘密情報保護覚書の破棄等の制裁を 

・米国、ドイツによるイスラエルへの武器輸出をやめさせる国際的な運動を 

 4月5日、国連人権理事会でのイスラエルへの武器売却停止決議に日本は棄権 

 9月18日、国際司法裁判所（ICJ）の勧告的意見を受けて12か月以内にイスラエルにパレスチ   

 ナの不法な占領の終結を求める国連総会緊急特別会合決議に日本は賛成 

・日本が最大の資金拠出国である国際刑事裁判所（ICC）を後押しし、ネタニヤフの逮捕状発行へ 

・パレスチナの国家承認を 

・停戦のみならず、ガザ封鎖の解除や占領の終結を見据えた息の長い取り組みを 
 

＜殺傷武器輸出などへの反対＞ 

・経済秘密保護法、統合作戦司令部設置法（改悪防衛省設置法・自衛隊法）、次期戦闘機共同開発・

生産・輸出の調整機関設置条約（「別途協議」17ヶ所）に賛成した立憲民主党に批判を 
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・日米（英豪）の武器共同開発・生産への反対を 

・次期戦闘機の完成は2035年以降。できる限り早く政権交代させ、共同開発を中止させる  

→立憲民主党代表選の候補者への公開質問状  

＝英国や韓国などの武器貿易反対運動との連帯。英伊による戦争加担も止める（一石二鳥！） 

・豪州の新型艦艇共同開発商戦への日本の参画（三菱重工製もがみ型護衛艦がベース）に反対 

・「12式地対艦誘導弾能力向上型」などの先行的な輸出を止める 

・再開される与党密室協議による「5類型」の拡大、撤廃を許さない 

・三菱重工、三菱電機等の軍需企業のレピュテーション(評判)リスクを最大化する（不買運動など） 

・イスラエルのエルビット・システムズやロッキード・マーチン等が出展する武器見本市に反対を 

 2024年10月16日～19日、東京ビッグサイトでの「国際航空宇宙展2024」 

→「国際航空宇宙展を虐殺兵器展にするな！キャンペーン」の取り組み：ネット署名拡大を！ 

 2025年5月21日～23日、幕張メッセでの総合武器見本市「DSEI Japan 2025」 

 ※フランスはパリでの国際武器見本市「ユーロサトリ」へのイスラエル企業の出展を禁止 

・経済秘密保護法の運用基準策定の際のパブリックコメントで市民の声をぶつける 

・学術会議法人化法案、能動的サイバー防御法案への反対運動を準備していく 
 

＜平和運動の立て直し＞ 

・日本が再び加害者となる武器輸出・開発にきちんと反対するために平和運動の再構築を 

・敵基地攻撃ミサイル部隊設置や弾薬庫建設などに抗する地元の運動のネットワーキング 

・「ジェノサイド共犯国家」である米国との軍事同盟、「武器下請け工場」化を根本的に問い直す 

・米国をはじめとする西側諸国の二重基準の露呈を踏まえて、普遍的な正義・公正の再構築へ 

（市民運動内のウクライナ蔑視も克服すべき：『ウクライナ侵略を考える』加藤直樹、あけび書房） 

・ウクライナへの侵略戦争の軍拡派による政治利用に抗して、「死の商人国家」ではなく「良心的軍事

拒否国家」「非戦非暴力国家」への豊かな構想を 

・権力をチェックすべき野党、メディア、市民運動が「なぜここまで押し込まれているのか」を検証し、現

状や課題の共有を踏まえて、巻き返すための真摯な討論を行うこと 

・「第二自民党」寸前の立憲民主党にしっかりと対峙する 

・独立性、自律性を持った市民運動を強化し、横につながること。世代や経験をつなぐこと 

・ケアの視点を取り入れる。差別やハラスメントを防止する 

・ボランティア精神だけでは限界。昼間動ける人間を確保するための財政基盤、仕組みをつくり、持続

可能な平和運動へ 
 



殺
傷
能
力
の
あ
る
武
器
輸
出
の
解

禁
に
よ

っ
て
、
日
本
製
の
武
器
で
他

国
の
人
々
が
殺
傷
さ
れ
る
事
態
が
現

実
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
日
本

が
平
和
国
家
と
し
て
、
侵
略
戦
争
の

反
省
を
踏
ま
え
、
加
害
者
に
な
ら
な

い
と
し
て
き
た
国
の
形
を
変
え
る
大

転
換
だ
。

武
器
が
な
け
れ
ば
大
量
虐
殺
は
成

立
し
な
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ

ザ
地
区

の
惨
状
を
見
て
、
改
め
て
そ

う
思
う
。
米
国
な
ど
が
輸
出
し
た
武

器
が
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ

で

の
住
民
虐
殺
を
支
え

て
い
る
。

他
国
の
企
業
の
許
可
を
得

て
日
本

企
業
が
国
内

で
製
造
す
る

「
ラ
イ
セ

ン
ス
生
産
品
」
の
輸
出
が
、
今
回
の

改
定
で
全
面
的
に
解
禁
さ
れ
た
。
ラ

イ
セ
ン
ス
元
の
８
カ
国
に
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
に
武
器
輸
出
す
る
米
国
や
ド

イ
ツ
が
含
ま
れ
る
。
ラ
イ
セ
ン
ス
元

の
国
の
備
蓄
を
補
う
こ
と
で
、
イ
ス

ラ
エ
ル
な
ど
紛
争
加
害
国

へ
の
輸
出

が
促
進
さ
れ
か
ね
な
い
。

過
去
に
は
英
伊
な
ど
が
共
同
開
発

し
た
戦
闘
機

「
ユ
ー

ロ
フ
ァ
イ
タ

ー
」
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
わ
た

っ

た
こ
と
で
、
イ
ェ
メ
ン
内
戦
で
空
爆

に
使
わ
れ
、
多
数
の
民
間
人
を
殺
傷

し
た
。
年
内
の
結
論
は
先
送
り
さ
れ

た
が
、
日
英
伊
が
共
同
開
発
す
る
次

期
戦
闘
機
の
第
三
国

へ
の
輸
出
が
今

後
解
禁
さ
れ
れ
ば
、
同
様
の
惨
状
を

も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
。
共
同
開

発
自
体
を
中
止
す
べ
き
だ
。

日
本
は
憲
法
前
文
で
、
世
界
の
人

々
の
平
和
的
生
存
権
を
守
る
と
宣
言

し
、
９
条
で
武
力
に
よ
る
紛
争
解
決

を
否
定
し
て
い
る
。
世
界
の
ど
こ
で

侵
略
や
虐
殺
が
起
き
て
も
、
で
き
る

限
り
の
支
援
を
行
う
べ
き
だ
が
、
日

本
は

「良
心
的
軍
事
拒
否
国
家
」
と

し
て
、
非
軍
事
的
な
支
援
に
徹
す
べ

き
だ
。

１
９
８
１
年
に
は
、
武
器
輸
出
禁

上
に
つ
い
て

「厳
正
か
つ
慎
重
な
態

度
を
も

っ
て
対
処
す
る
と
と
も
に
、

実
効
あ
る
措
置
を
講
ず
べ
き
だ
」
と

徹
底
を
求
め
る
決
議
が
衆
参
両
院
の

全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
を

覆
す
な
ら
、
両
院
の
全
会

一
致
の
決

議
で
変
更
す
べ
き
だ
ろ
う
Ю
わ
ず
か

な
数
の
与
党
議
員
に
よ
る
密
室
協
議

で
は
な
く
、
国
会
で
の
熟
議
が
必
要

だ
。
　
　
　
　
（聞
き
手

・
高
橋
杏
璃
）

殺
傷
現
実
な
ら
国
の
形
変
わ
る

武器輸出を問う
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参
院
外
交
防
衛
委
員
会
で
３０
日
、

防
衛
産
業
支
援
に
関
す
る
法
案
の
参

考
人
質
疑
が
あ
り
、
防
衛
装
備
品
移

転
を
拡
大
す
れ
ば
日
本
を

「死
の
商

人
｝
に
変
え
か
ね
な
い
と
し
た
参
考

人
の
政
府
批
判
発
言
を
、
自
民
党
と

日
本
維
新
の
会
の
議
員
が

「レ
ッ
テ

ル
貼
り
」な
ど
と
し
て
問
題
視
し
た
。

自
民
と
維
新
は
、
防
衛
装
備
品
の
移

転
推
進
が
必
要
だ
と
す
る
立
場
９
参

考
人
は
反
論
し
た
。

参
院
外
交
防
衛
委

「死
の
商
人
」
は
、
軍
需
産
業
に

携
わ
る
投
資
家
や
企
業
を
批
判
的
に

取
り
上
げ
る
際
に
用
い
る
表
現
。
武

器
を
売
る
側
に
と
っ
て
、
戦
争
は
巨

大
な
利
益
を
も
た
ら
す
機
会
に
な
る

と
の
見
方
に
基
づ
く
。
防
衛
装
備
品

移
転
を
考
え
る
上
で

「死
の
商
人
」

批
判
の
視
点
を
持
つ
必
要
は
な
い
の

か
ど
う
か
、
議
論
に
な
り
そ
う
だ
“

参
考
人
と
し
て
発
言
し
た
の
は
、

市
民
団
体

「武
器
取
引
反
対
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
杉
原
浩
司
代
表
。
防
衛

装
備
品
移
転
に
関
す
る
政
府
と
与
党

の
動
き
に
触
れ

「平
和
国
家
か
ら
死

の
商
人
国
家
へ
の
堕
落
だ
」
と
指
摘

し
た
。
戦
争
放
棄
を
掲
げ
た
憲
法
９

条
の
精
神
に
基
づ
き
、
他
国
へ
の
軍

事
協
力
を
や
め
る
べ
き
だ
と
も
主
張

し
た
。

続
く
審
議
で
、
自
民
の
松
川
る
い

氏
は
「死
の
商
人
と
い
っ
た
レ
ッ
テ

ル
貼
り
の
中
で
、
防
衛
産
業
が
後
ろ

指
を
さ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」と
反
発
。維
新
の
音
喜
多
駿

氏
も
「死
の
商
人
と
い
う
強
い
言
葉

も
あ
る
が
、
で
き
れ
ば
前
を
向
い
た

議
論
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
苦

言
を
呈
し
た
。

一方
の
杉
原
氏
は

「防
衛
産
業
に

後
ろ
指
を
さ
さ
れ
る
こ
と
を
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
、
武
器
輸
出
を

促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
政
府
与
党

だ
」
と
松
川
氏
を
批
判
し
た
。
委
員

会
に
は
、
杉
原
氏
を
含
め
参
考
人
３

人
が
出
席
し
た
。
ほ
か
の
２
人
は
、

法
案
に
賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を
述

べ
た
。

ハ
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チ
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参
院
外
防
委

参
考
人
質
疑
を
除
く
衆

院
で
の
実
質
審
議
は
５
時

間
に
す
ぎ
ず
、
あ
ま
り
に

意
見
を
の
べ
る
杉
原

浩
司
参
考
人
＝
５
月

３０
日
、
参
院
外
防
委

短
い
。
参
院
は
そ
の
２

倍
、
３
倍
か
け
る
の
が
当

然
で
は
な
い
か
。

法
案
の
問
題
点
も
解
決

さ
れ
て
お
ら
ず
、
参
考
人

質
疑
も
何
度
も
行
い
、
中

央
公
聴
会
や
地
方
公
聴
会
・

も
開
く
べ
き
で
す
。
拙
速

な
採
決
は
せ
ず
、
時
間
を

か
け
て
審
議
を
尽
く
す
と

確
約
し
て
く
だ
さ
い
。

法
案
は
５
年
間
で
４３
兆

円
、
ロ
ー
ン
も
含
め
る
と

武
器
取
引
反
対
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

杉
原
浩
司
代
表
が
５
月
３０
日
の
参
院

外
交
防
衛
委
員
会
で
行
っ
た
、
国
内

軍
需
産
業
の
基
盤
を
強
化
す
る
財
政

支
援
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
軍
需
産
業

支
援
法
案
に
つ
い
て
の
陳
述
の
要
旨

は
次
の
通
り
で
す
。

６０
兆
円
を
超
え
る
大
軍
拡

の
推
進
に
不
可
欠
だ
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

立
憲
民
主
党
の
安
易
な
賛

成
で
、
衆
院
安
全
保
障
委

員
会
で
は
、
日
本
共
産
党

の
赤
嶺
政
賢
議
員
だ
け
が

反
対
と
い
う
大
政
翼
賛
会

を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
惨

状
が
出
現
し
ま
し
た
。

殺
傷
能
力
の
あ
る
武
器

輸
出
に
道
を
開
く
の
か
が

焦
点
の
与
党
協
議
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
公
然
と
殺

傷
能
力
の
あ
る
武
器
輸
出

に
踏
み
込
む
こ
と
は
大
き

な
政
治
的
意
味
を
持
ち
ま

す
。
「平
和
国
家
」
か
ら

「死
の
商
人
国
家
」
へ
の

堕
落
で
す
。
法
案
の
武
器

輸
出
経
費
の
一
部
へ
の
税

金
投
入
は
、
そ
の
危
険
な

道
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

武
器
輸
出
へ
の
補
助
金

に
４
０
０
億
円
が
積
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
根
拠

は
具
体
的
案
件
の
積
み
上

げ
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
政
府
は
そ
の
具
体
的

内
容
の
回
答
を
拒
否
し
て

お
り
、
４
０
０
億
円
が
適

正
か
検
証
で
き
ま
せ
ん
。

（軍
事
企
業
の
）
従
業

員
に
法
律
上
の
守
秘
義
務

を
課
し
、
違
反
に
は
刑
事

罰
を
科
す
こ
と
に
つ
い

て
、
赤
嶺
議
員
の
質
疑

で
、
従
業
員
が
秘
密
を
漏

え
い
し
て
問
題
に
な
っ
た

の
は
約
３０
年
前
の
１
件
だ

け
だ
と
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
立
法
事
実
が
存
在

し
ま
せ
ん
。
「企
業
版
秘

密
保
護
法
案
」
と
も
言
う

べ
き
部
分
を
全
面
削
除
し

な
い
限
り
、
法
案
成
立
は

あ
り
得
ま
せ
ん
。

法
案
を
成
立
さ
せ
て
武

器
輸
出
を
促
進
す
れ
ば
、

評
判
リ
ス
ク
を
高
め
、
国

内
企
業
の
撤
退
を
加
速
し

か
ね
ま
せ
ん
。
殺
傷
能
力

の
あ
る
武
器
を
輸
出
し
、

そ
の
武
器
に
よ
っ
て
他
国

の
人
々
が
殺
傷
さ
れ
れ

ば
、
当
該
企
業
は

「死
の

商
人
」
と
な
り
、
日
本
は

「死
の
商
人
国
家
」
に
仲

間
入
り
し
た
こ
と
が
世
界

に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
人
々

は
消
費
行
動
に
よ
っ
て
戦

争
犯
罪
に
加
担
す
る
企
業

に
審
判
を
下
す
で
し
ょ

う
。
世
論
調
査
で
も
ウ
ク

ラ
イ
ナ
ヘ
の
武
器
提
供
に

反
対
、
殺
傷
能
力
の
あ
る

武
器
輸
出
に
反
対
と
い
う

声
が
圧
倒
的
多
数
で
す
。

平
和
主
義
は
主
権
者
の
中

に
患
づ
い
て
い
ま
す
。
そ

の
声
に
耳
を
傾
け
、
廃
案

に
し
て
く
だ
さ
い
。

憲
法
９
条
を
持
つ
日
本

は
軍
事
協
力
以
外
の
方
策

を
追
求
す
べ
き
で
す
。
戦

争
を
回
避
し
、
軍
縮
や
緊

張
緩
利
を
推
進
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
難
民

の
受
け
入
れ
を
拡
大
し
、

気
候
危
機
や
貧
困
な
ど
命

に
関
わ
る
問
題
の
解
決
に

尽
力
す
べ
き
で
す
。

武
器
取
引
反
対
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
代
表

罰

杉
原
浩
司
さ

ん
の
陳
述

懐

⌒

r-1)リ
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「死
の
商
人
」参
考
人
発
言

議
員
反
発
は
「言
葉
狩
り
」

六
日
の
参
院
外
交
防
衛
委
員
会

で
可
決
さ
れ
た
防
衛
産
業
強
化

法
案
。
審
議
中
は

「
死
の
商
人
」
と
い
う
言
葉
で
批
判
し
た
参
考

人
発
言
を
与
党
議
員
ら
が
問
題
視
し
た
も
の
の
、
逆
に

「
言
葉
狩

り
だ
」
と
の
批
判
が
出

て
い
る
。
防
衛
産
業
の
元
技
術
者

ら
も
多

く
の
懸
念
を
残
し
た
ま
ま
成
立

へ
突
き
進
む
現
状
を
危
ぶ
む
。
こ

の
ま
ま
進
め

て
い
い
の
か
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
中
山
岳
）

「
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
重
大
な
法

　

「
死
の
商
人
と
か
強
い
言
葉
も
あ

案
を

こ
れ
ほ
ど
拙
速
に
通
そ
う
と

　

る
が
、
平
和
を
目
指
す

一
致
点
は

し
て
恥
じ
な
い
の
か
」
　

　

　

　

　

変
わ
ら
な
い
。
前
を
向
い
た
議
論

先
月
三
十

日
の
同
委
員
会
。
参

　

を

し

て

い

け

れ

ば
」

と

言

及

し

考
人
と
し
て
出
席
し
た

「
武
器
取

　

た
。
杉
原
氏
は

「
後
ろ
指
を
さ
さ

引
反
対
ネ

ツ
ト

ワ
ー
ク

（
Ｎ
Ａ
Ｊ
　

れ
る
よ
う
な

こ
と
を
や
ら
せ
よ
う

Ａ
Ｔ
）
」
の
杉
原
浩
司
代
表
が
切

り
出
し
た
。
成
立
す
れ
ば
、
殺
傷

性
武
器
の
輸
出
解
禁
を
加
速
さ
せ

か
ね
な
い
と
し
、

「
『平
和
国

家
』
か
ら

『死
の
商
人
国
家
』
ヘ

の
堕
落
だ
」
と
批
判
し
た
。

こ
れ
を
、
松
川
る
い
氏

（自

民
）
が

「レ
ツ
テ
ル
貼
り
で
、
防

衛
産
業
が
後
ろ
指
を
さ
さ
れ
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
問

０
発
言
す
る
杉
原
浩
司
氏
　
０
５
月
３０

日
、
参
考
人
質
疑
が
行
わ
れ
た
参
院
外
交

防
衛
委
員
会
に
臨
む
議
員
ら
＝
い
ず
れ
も

題
視

。
音
喜
多
駿
氏

（
維
新
）
も
　
　
　
参
議
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
審
議
中
継
か
ら

と
し
て
い
る
の
が
、
武
器
輸
出
を

促
進
し
よ
う
と
す
る
政
府
与
党

で
、
法
案
に
賛
成
し
て
い
る
会
派

の
皆
さ
ん
だ
」
と
反
論
し
た
。

実
際
、
防
衛
産
業
Ｏ
Ｂ
は
ど
う

感
じ
て
い
る
の
か
。
短
距
離
ミ
サ

イ
ル
な
ど
の
大
手
メ
ｌ
ヵ
ｌ
で
技

術
者
を
務
め
た
男
性
に
尋
ね
る

と
、

「輸
出
に
歯
止
め
が
き
か
な

く
な
れ
ば
、
外
国
な
ど
か
ら

『死

の
商
人
』
と
見
ら
れ
て
も
仕
方
な

く
な
る
」
と
危
ぶ
ん
で
い
た
。

そ
も
そ
も

「死
の
商
人
」
と
い

1参考人

う
言
葉
は
百
年
以
上
前
か
ら
あ

る
。
欧
州
で
は
、
十
九
世
紀
に
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
を
発
明
し
た
ノ
ー
ベ

ル
賞
創
設
者
の
ア
ル
フ
レ
ド
・
ノ

ー
ベ
ル
や
、
第

一
次
世
界
大
戦
で

武
器
取
引
し
た
ト
ル
コ
出
身
の
商

人
バ
ジ
ル
・
ザ
ハ
ロ
フ
ら
の
形
容

に
も
用
い
ら
れ
た
。
近
年
の
国
会

で
も
、
二
〇
一
七
年
に
畠
山
和
也

衆
院
議
員

（共
産
）
が

「紛
争
を

武
器
の
面
で
支
え
る
死
の
商
人
と

し
て
の
日
本
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
頻
繁
に
使

わ
れ
て
い
る
。

軍
事
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
前
田

哲
男
氏
は

「歴
史
あ
る
言
葉
で
、

武
器
を
売
っ
た
り
輸
出
し
た
り
す

る
こ
と
の
批
判
と
し
て
使
う
の
は

全
く
問
題
な
い
。
議
員
が
あ
げ
つ

ら
う
の
は
言
葉
狩
り
で
は
」
と
疑

問
視
。
法
案
の
可
決
を

「国
の
予

算
で
防
衛
産
業
を
永
続
的
に
支
え

る
仕
組
み
に
つ
な
が
る
。　
一
国
会

で
決
め
る
の
は
議
論
が
決
定
的
に

足
り
な
い
」
と
危
惧
す
る
。

前
出
の
男
性
も

「多
く
の
技
術

者
は
、
専
守
防
衛
の
も
と
で
国
の

安
全
に
貢
献
し
よ
う
と
働
い
て
い

る
。
法
案
は
、
売
り
上
げ
が
伸
び

な
い
か
ら
輸
出
で
拡
大
す
る
論
理

で
、
危
う
い
」
と
話
す
。
疑
念
を

募
ら
せ
る
の
は
、
企
業
の
事
業
継

続
が
困
難
な
場
合
に
政
府
が
製
造

施
設
を
一
時
国
有
化
す
る
仕
組
み

だ
。

「各
メ
ｌ
ヵ
ｌ
は
系
列
の
下

請
け
企
業
を
含
め
て
秘
密
の
技
術

も
あ
る
。
そ
ん
な
簡
単
に
引
受
先

が
見
つ
か
る
と
は
思
え
な
い
」

法
案
は
、
防
衛
相
が

「装
備
品

等
秘
密
」
を
指
定
し
、
契
約
を
結

ん
だ
企
業
の
従
業
員
に
守
秘
義
務

を
課
す
と
も
規
定
。
漏
ら
し
た
場

合
の
罰
則
も
設
け
ら
れ
た
。
日
弁

連
は

「違
法
な
秘
密
指
定
な
ど
を

防
ぐ
手
だ
て
が
全
く
講
じ
ら
れ
て

い
な
い
。
市
民
の
知
る
権
利
と
表

現
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
る
」
と
の

会
長
談
話
を
発
表
し
て
い
る
。

秘
密
保
護
法
対
策
弁
護
団
の
事

務
局
次
長
を
務
め
る
海
渡
双
葉
弁

護
士
は

「何
を
秘
密
と
す
る
か
の

要
件
が
あ
い
ま
い
で
、
特
定
秘
密

保
護
法
と
同
様
の
問
題
を
は
ら
ん

で
い
る
」
と
指
摘
。
岸
田
政
権
が

防
衛
費
を
増
大
さ
せ
る
な
か
、
監

視
が
行
き
届
か
な
く
な
る
危
険
性

を
挙
げ
る
。

「市
民
団
体
や
メ
デ

ィ
ア
が
、
防
衛
産
業
に
予
算
が
適

切
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
検
証
し

よ
う
に
も
で
き
な
く
な
る
。
民
主

主
義
の
基
盤
を
危
う
く
す
る

『企

業
版
秘
密
保
護
法
案
』
と
も
言

え
、
今
国
会
で
拙
速
に
成
立
さ
せ
・

て
は
な
ら
な
い
」
　
　
　
　
　
　
一

2″ 3マ 6″ 7柔ネ

疑問◆「秘密指定」検証できず
レ
】

オ

ー
有匡生

ユ
、
■
´製

ｒ
ｉ
・

防衛産業強化法案 参院委可決に拙速の声
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L ヽ安保の 使命
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ

ザ
の
民
間
人
虐
殺
に
対
も
、
声
を
上
げ
る
防
衛

大
学
校
Ｏ
Ｂ
が
い
る
ｏ

「ジ
，

ノ
サ
イ
ド
に
抗

す
る
防
衛‐
大
学
校
卒
業笙
の
会
」
を
立
ち
上
げ

た
会
社
員
の
平
山
貴
盛
さ
ん
（”
）＝
東
京
都
‐内

在
住
――
だ
。

「安
全
保
障
を
専
潤
的
に
学
ん
で

き
た
私
の
よ
う
な
卒
業
生
が

『
虐
殺
反
対
』
と

唱
え
な
い
で
、
役
目
を
果
た
せ
る
の
か
」
と
街

頭
に
立
ち
続
け
て
い
る
。
　

（矢
部
　
真
太
）

「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
　
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
　
Ｐ
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｉ

（パ
レ
ス
チ
ナ
に
自

由
を
！
）
」

６
月
中
旬
、
渋
谷
駅

ハ
チ
公
前
広
場

に
平
山
さ
ん
の
姿
が
あ

っ
た
。
白
と
黒

の
網
目
模
様
が
特
徴
的
な
パ
レ
ス
チ
ヵ

の
伝
統
的
ス
カ
ー
フ
「
ク
ー
フ
ィ
ー
ヤ
」

を
首
に
巻
く
。
拡
声
器
の
マ
イ
ク
を
握

・

り
（
響
く
声
は
力
強
い
。
在
日
パ
レ
ス

チ
ナ
人
や
大
学
生
が
中
心
の
抗
議
集
会

で

コ，
―
ル
を
先
導
し
て
い
た
。

昨
秋
以
降
、

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る

侵
攻
が
激
化
し
て
い

る
。
凄
惨

な
映

像
や
写
真
に
心
を
痛
め
た
平
山
さ
ん

は
、
同
‥時

に
強
い
危
機
感
を
募
ら
せ
た
。

「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
力
に
よ
る
現
状
変
更

は
自
由
と
民
主
主
義
に
基
づ
く
国
際
理

念
を
冒
演
し
、
内
側
か

ら
破
壊

す
る

も

の
。
無
視
し
て
い
い
わ
け
が
な
か

っ
た
」

防
衛
大
で
学
ん
だ
知
識
や
教
養
は
机

上
の
空
論
で
は
な
い
は
ず
。
怒
り
の
声

を
上
げ
始
め
た
の
は
、
悔
恨
が
あ

っ
た

か
ら
。
今
春
初
動

，
て
デ
モ
に
参
加
も
、

詩
人
や
演
出
家
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
多

く

「表
現
者
と
し
て
の
責
務
」
を
語
る

言
葉
に
気
付
か
さ
れ
た
。

「普
通
に
考

え
た
ら
俳
優
や
芸
術
家
よ
り
も
、
本
来
・

は
安
全
保
障
に
関
し
て
高
等
教
育
を
受

け
た
人
間
が
立
ち
上
が
ら
な
い
と
い
け

な
い
。
こ
れ
ま
で
デ
モ
に
行
く
人
は
特

殊
な
人
た
ち
と
思

っ
て
い
た
が
、
そ
れ

は
間
違

っ
て
い
た
」

■
加

担

平
山
さ
ん
は
抗
議
に
参
加
し
な
が
ら

防
衛
省
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
製
攻
撃
型

ド
ロ
ー
ン
の
導
入
検
討
の
中
止
を
訴
え

る
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
を
呼
び
か
け
る
。

今
年
２
月
に
軍
拡
反
対
を
訴
え
る
市

民
団
体
が
、
防
衛
省
と
交
渉
し
た
際
、

同
省
が
導
入
を
検
討
し
て
い
る
ド

ロ
ー

ン
７
機
種
の
う
ち
５
機
種
が
イ
ス
ラ
エ

ル
製
だ
と
判
明
。
３
月
の
参
院
外
交
防

衛
委
員
会
で
も
防
衛
省
の
担
当
者
が
明

言
し
た
。

ガ
ザ
保
健
当
局
に
よ
る
と
３
万
７
千

人
超
の
命
が
犠
牲
に
な

っ
て
い
る
。
被

害
が
拡
大
す
る
な
か
日
本
政
府
が
イ
ス

ラ
エ
ル
の
軍
需
企
業
と
契
約
す
る
こ
と

に
平
山
さ
ん
は
強
く
憤
る
。
「
日
本
は
、

自
ら
自
由
と
民
主
主
義
の
理
念
を
放
棄

す
る
こ
と
に
な
る
。
虐
殺
を
容
認
し
加

担
す
る
こ
と
に
等
し
く
、
国
際
社
会
か

ら
の
信
用
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」

続
け
て
言
う
。

「検
討
さ
れ
て
い
る

ヽ
ド

ロ
ー
ン
で
大
量
殺
害
が
さ
れ
て
い
る

か
は
分
か
ら
な
い
が
し
か
し
、
武
力
行

使
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
積
み
重
な
っ
て
い

る
。
看
過
で
き
る
わ
け
が
な
い
」

」

防
衛
省
だ
け
で
な
く′ド
ロ
ー
ン
の
輸

入
代
理
店
と
な
る
川
堕
皇
工
業
な
ど
４

社
へ
取
引
停
止
も
訴
え
る
ｏ
そ，し
て
ヽ

署
名
は
ま
も
な
く
３
万
筆
に
上
る
‐。

■
希

望

顔
と
名
前
を
出
し
て
活
動
す
る

…―こは

理
由
が
あ
る
。
「昔
の
知
へ

友
人
の

日
に
と
ま
る
こ
と
が
人
事
¨
虐
殺
に
反

対
す
る
こ
と
が
安
全
一８
け環
境
を
安
定

さ
せ
る
た
め
の
道
だ
●
て
い
う
こ
と
を

言
う
責
任
が
私
た
ち
に
は
あ
る
の
だ
と

伝
え
た
い
」　
　
　
　
‐
．

学
生
時
代
い
横
須
賀
で
苦
楽
を
共
に

し
た
仲
間
は
自
衛
官
や
防
衛
省
職
員
と

し
て
働
く
。
自
衛
隊
法
で
は
選
挙
権
行

使
を
除
く
隊
員
の
政
治
的
行
為
が
制
限

さ
れ
て
い
る
。
表
立

っ
て
声
を
上
げ
る

の
は
困
難
だ
が
、
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
を
通
じ
激
励
や
賛
同
の
メ

ツ
セ
ー

ジ
が
届
く
。

２
０
１
９
年
に
防
衛
大
を
卒
業
し
、

任
官
し
な
か

っ
た
平
山
さ
ん
。
友
人
た

ち
と
違
う
方
法
で
平
和
に
寄
与
す
る
そ

の
思
い
に
、
一
迷
い
は
な
い
。

「
自
衛
官
の
同
期
と
は
役
割
分
担
で
、

今
の
行
動
は
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
ぉ
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々
が
主
権
を
得

て
自
由
な
社
会
で
生
き
ら
れ
る
よ
う
、

希
望
を
諦
め
ず
に
声
を
上
げ
続
け
た

い
」

平
和
に
寄
与
、迷
い
な
し

ヽ

防::1撫 |

平 山 さ ん



豪
艦
開
発

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
新

型
艦
の
導
入
計
画
を
巡
り
、
日

本
政
府
が
正
式
に
参
画
の
意
思

を
伝
達
し
た

こ
と
が

分
か

っ

た
。
今
年
６
月
に
は
、
豪
政
府

の
求
め
に
応
じ
て
海
上
自
衛
隊

の

「
も
が
み
型
」
護
衛
艦
の
技

術
情
報
を
豪
側
に
閣
不
・
し
て
お

り
、
も
が
み
型
を
ベ
ー

ス
に
し

た
共
同
開
発
計
画

で
他
国
と
の

受
注
競
争
に
臨
む
考
え
だ
。

複
数
の
日
本
政
府
関
係
者
が

明
ら
か
に
し
た
。
９
月
５
日
に

は

日
豪
両
政
府
の
外
務

・
防
衛

閣
僚
会
合

（
２
プ
ラ
ス
２
）
が

豪
州

で
開
か
れ
る
予
定

で
、
共

同
開
発
に

つ
い
て
も
協
議
す
る

と
み
ら
れ
る
。

防
衛
装
備
品
の
技
術
情
報
の

他
国

へ
の
開
示
は
、

「
防
衛
装

―

備
移
転
３
原
則
」
で
認
め
ら
れ

て
い
る
。
政
府
は
６
月
に
開
催

し
た
国
家
安
全
保
障
会
議

（
Ｎ

Ｓ
Ｃ
）
の
局
長
級
会
合
で
、
「
豪

州
と
の
共
同
開
発
に
は
対
中
国

を
見
据
え
た
戦
略
的
な
重
要
性

が
あ
る
」
と
判
断
し
、
開
示
を

決
定
。
も
が
み
型
の
設
計
や
性

能
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
た
も

よ
う
だ
。

三
菱
重
工
業
が
製
造
す
る
も

2′2今

が
み
型
は
、
従
来
型
護
衛
艦
の

半
分
の
約
９０
人
で
の
運
用
が
可

能

で
、
機
雷
除
去
能
力
を
備
え

る
な
ど
配
鵬
性
が
高
い
。
防
衛

省
は
、
船
体
を
改
造
し
て
豪
側

の
装
備
を
搭
載
す
る
形
で
、
新

型
艦
と
し
て
共
同
開
発
す
る
こ

と
を
検
討
し

て
い
る
。

日
本
以
外

で
候
補
国
に
挙
が

っ
て
い
る
の
は
、

ス
ペ
イ

ン
、

韓
国
、
ド
イ
ツ
で
、
こ
の
３
か

２
プ
ラ
ス
２
協
議
へ
海
自
技
術

開
示

命豪政府の新型艦導入
計画の経緯と今後の流れ

〔

一■
■
■
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豪政府が日本、スペイ
ン、韓国、ドイツの4か
国の艦艇を候補とし
て発表

防衛省が、海上自衛隊
の「もがみ型」護衛艦
を製造する三菱重工
業と協議開始

日本政府が、もがみ型
の技 術情 報 開示 を
国家安全 保 障会 議
(NSC)で決定

豪政府が、各国艦艇の
技術情報をもとに候
補を2か国に絞り込み

最終候補決定

2024年
2月

来年中?

国
も
す

で
に
自
国
艦
の
技
術
情

報
を
開
示
し
た
と
み
ら
れ
る
。

豪
政
府
は
今
後
、
各
国
の
提
案

を
比
較
検
討
し
、
年
内
を
め
ど

に
候
補
を
２
か
国
に
絞
り
込
む

と
い
う
。

ス
ペ
イ

ン
は
、
過
去

に
豪
海

軍
の
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
を
開
発

し
た
実
績
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

近
年
官
民

一
体
で
武
器
輸
出
に

力
を
入
れ

て
い
る
韓
国
は
、
今

年
５
月
に
申

源
一膨
国
防
相

（
当

時
）
が
豪
州
を
訪
問
し
て
自
国

艦
の
売
り
込
み
を
図

っ
た
。

日
本
の
受
注
に
向
け

て
は
、

コ
ス
ト
面
な
ど
を
含
め
た
総
合

的
な
優
位
性
を
示
せ
る
か
ど
う

か
が
課
題
と
な
る
。

"23‐
10レ21計衰

三
菱
電
機
豪
国
防
省
と
契
約

子
会
社
軍
事
分
野
で
初
共
同
開
発

進
し
て
き
た
わ
が
国
に
と
っ

て
新
た
な

一
歩
と
な
る
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
ま
し

た
。三

菱
電
機
に
よ
る
と
契
約
を

結
ん
だ
の
は
４
月
で
、
防
衛
省

は

「今
般
、
豪
国
防
省
が
公
表

し
た
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

共
同
開
発
事
業
の
予
算
規
模

や
、
実
用
化
ま
で
に
想
定
さ
れ

る
開
発
期
間
な
ど
は
公
表
し
て

い
ま
せ
ん
。

三
菱
電
機
は
１９
日
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
子
会
社
と
同
国
の
国

防
省
が
共
同
開
発
事
業
の
契
約

を
結
ん
だ
と
発
表
し
ま
し
た
。

両
者
の
持

つ
レ
ー
ザ
ー
技
術
を

活
用
し
、
豪
軍
の
装
備
品
の
警

戒
能
力
を
高
め
る
製
品

。
技
術

の
開
発
と
実
用
化
を
目
指
し
ま

す
。
防
衛
分
野
で
、
日
本
企
業

と
外
国
政
府
が
共
同
開
発
契
約

を
結
ぶ
の
は
初
め
て
と
い
い
ま

す
。防

衛
省
も
同
日
、
「官
民
一

体
と
な
っ
て
装
備
移
転
を
推

ドローンやミサイル

電
磁
波
で
無
力
化

日
米
両
政
府
は
高
出
力
の
電
磁

波
を
ド

ロ
ー
ン

（無
人
機
）
や
ミ

サ
イ
ル
な
ど
に
あ
て
て
無
力
化
す

る
装
備
を
開
発
す
る
共
同
研
究
を

始
め
る
。
防
衛
省
が
１６
日
、
米
国

防
総
省
と
合
意
し
た
と
発
表
し

た
。
電
磁
波
の

一
種
で
あ
る
マ
イ

ク

ロ
波
を
高
出
力
で
あ
て
対
象
の

電
子
機
器
を
シ
ョ
ー
ト
し
て
故
障

さ
せ
る
。

共
同
研
究
の
期
間
は
６
年
間
を

見
込
む
。
防
衛
省
は
マ
イ
ク

ロ
波

2争

を
装
備
と
し

て
実
用
化
で
き
れ

ば
、
戦
カ
バ
ラ
ン
ス
を

一
変
さ
せ

る

「
ゲ
ー
ム
チ

ェ
ン
ジ
ャ
ー
」
に

な
る
と
注
目
し
て
い
る
。
日
本
で

は
難
し
い
屋
外
の
照
射
試
験
を
土

地
が
広
大
な
米
国
に
て
共
同
で
実

施
し
、
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
。

ド
ロ
ー
ン
は
偵
察
や
攻
撃
の
手

段
と
し
て
活
用
が
進
む
。

ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
は
ド

ロ
ー
ン
に
爆
弾
を
搭
載
し
て
攻
撃

す
る
例
が
報
告
さ
れ
た
。

日米、共同研究へ

7
′
ん

′
″^

`

春

6月

年内?
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長
射
程
ミ
サ
イ
ル
協
力
で
合
意

日
豪
防
衛
相
対
中
国
で
連
携
強
化

【
メ
ル
ボ
ル
ン
＝
共
同
】
木

原
稔
防
衛
相
が
４
日
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア

ｏ
メ
ル
ボ
ル

ン
を
訪

問
し
、

マ
ー
ル
ズ
副
首
相
兼
国

防
相
と
会
談
し
た
。
双
方
は
、

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
を
活
用
し
た

反

撃

能

力

（
敵

基

地

攻

撃

能

力
）
や
長
距
離
打
撃
力
の
整
備

に
向
け
て
協
力
す
る

こ
と
で
合

意

。
先
月
の
中
国
軍
機

に
よ
る

日
本
領
空
侵
犯
を
含
む

「
中
国

に
よ
る
地
域

の
緊
張
を

一
層
高

め
る
軍
事
活
動
」

へ
の
懸
念
を

共
有
し
た
。
会
談
後
、
本
原
氏

が
記
者
団
に
明
ら
か
に
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
軍
が
導

入
を
計
画
す
る
新
型
艦
に

つ
い

て
日
本
は
入
札
す
る
方
針
を
固

め

て
お
り
、
こ
の
日
の
会
談

で

議
題
に
上

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

本
原
氏
は

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

側
が

（
日
本
の
護
衛
艦

に
）
関

心
を
表
明
し
、
私
た
ち
は
情
報

提
供
を
し
て
い
る
。
そ
れ
以
上

の
や
り
と
り
な
ど
詳
細
は
差
し

控
え
た
い
」
と
述

べ
る
に
と
ど

け
、
国
内
で
制
約
が
あ
る
長
射

程
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
試
験
を
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
行
う
こ

と
を
検
討
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

も
防
衛
戦
略
で
長
射
程
ミ
サ
イ

ル
の
購
入
計
画
を
打
ち
出
し
て

い
る
。

日
本
防
衛
省
に
よ
る
と
、
４

日
の
会
談
で
は
、
中
国

の

「
力

ま
た
は
威
圧
に
よ
る

一
方
的
な

現
状
変
更
の
試
み
」
に
対
し
、

連
携
を
強
め
る
こ
と
で

一
致
。

自
衛
隊
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍

の
間

で
進
む
情
報
収
集

・
警
戒

監
視

・
偵
察
活
動
や
共
同
訓
練

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で

も
合
意
し
た
。

防
衛
相
会
談

に
先
立
ち
、
本

原
氏
は
シ
ド

ニ
ー
で
旧
日
本
軍

の
特
殊
潜
航
艇
の
シ
ド

ニ
ー
湾

攻
撃
に
よ
る
両
国
の
死
者
を
追

悼
し
た
。

め
た
。

木
原
氏
は
５
日
に
上
川
陽
子

外
相
と
合
流
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
の
外
務

・
防
衛
閣
僚
協

議

（
２
プ
ラ
ス
２
）
に
臨
む
。

日
本
は
反
撃
能
力
整
備
に
向

″「、g・ 21誰売

イ
ン
ド
に
完
成
装
備
品

輸
出
２
例
目
艦
艇
用
ア
ン
テ
ナ

【
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
＝
植
村
信

介
、
浅
野
友
美
】
日
印
両
政
府

は
２０
日
、
イ

ン
ド

で
外
務

・
防

衛
閣
僚
会
合

（
２
プ
ラ
ス
２
）

を
開
い
た
。
艦
艇
搭
載
用
の
通

信
ア
ン
テ
ナ
を

日
本
か
ら
イ

ン

ド

と
輸
出
す
る
た
め
の
調
整
を

急
ぐ
方
針

で

一
致
し
た
。
日
印

は
海
洋
進
出
を
強
め
る
中
国
も

念
頭
に
、
安
全
保
障
協
力
の
深

化
を
打
ち
出
し
た
。

輸
出
が
検
討
さ
れ

て
い
る
の

は
、
複
数
の
ア
ン
テ
ナ
を

一
つ

の
シ
ス
テ
ム
と
集
約
し
、
小
型

化
と
高
い
ス
テ
ル
ス
性
を
実
現

し
た
「
ユ
ニ
コ
ー

ン
」
。
日
本
企

業
が
開
発
し
、
海
上
自
衛
隊
が

「
も
が
み
型
護
衛
艦
」
に
設
置
し

て
い
る
。
実
現
す
れ
ば
、
防
衛

装
備
移
転
３
原
則

に
基
づ
く
完

成
品
の
装
備
品
の
輸
出
は
、

フ

ィ
リ
ピ

ン
向
け
の
防
空
レ
ー
タ

ー
に
次
い
で
２
例
目
と
な
る
。

日
印
は
会
合
後
に
共
同
声
明

を
発
表
し
、
両
国
が
２
０
０
８

年
に
署
名
し
た

「
安
全
保
障
協

力
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
を
改

定
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
今
後
、

宇
宙

・
サ
イ

バ
ー
分
野

で
の
連

携
や
共
同
訓
練
の
拡
大
な
ど
の

整調府政ｎ
ｌＪ

Ｌ
ト日

明
記

に
向
け
、
政
府
間
の
協
議

を
本
格
化
さ
せ
る
。
声
明

で
は
、

イ

ン
ド
が
自
国
の
港

で
海
自
の

艦
艇
の
整
備
廷
協
力
す
る
方
向

で
検
討
を
進
め
る
こ
と
も
申
し

合
わ
せ
た
。
海
自
の
艦
艇
が
中

東
や
ア
フ
リ
カ
方
面
な
ど
に
展

開
す
る
際
、
運
用
の
柔
軟
性
を

高
め
る
狙
い
だ
。

今
回

で
３
回
目
と
な
る
２
プ

ラ
ス
２
に
は
、
日
本
側
は
上
川

外
相
と
木
原
防
衛
相
が
、
イ

ン

ド
側
は
ジ

ャ
イ
シ

ャ
ン
カ
ル
外

相

と

シ

ン
国

防

相

が

出

席

し

た
。
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米
軍
「統
合
軍
司
令
部
」に

２
プ
ラ
ス
２
自
衛
隊
と
連
携
強
化

日
米
両
政
府
は
２８
日
、
外
務

・
防
衛
担
当
閣
僚
に
よ
る
安
全

保
障
協
議
委
員
会

（
２
プ
ラ
ス

２
）
を
東
京
都
内
で
開
い
た
。

自
衛
隊
と
在
日
米
軍
の
指
揮

・

統
制
枠
組
み
向
上
に
向
け
、
在

日
米
軍
を

「
統
合
軍
司
令
部
」

と
し
て
再
構
成
し
、
連
携
を
強

め
る
と
確
認
し
た
。
会
合
後
、

成
果
を
ま
と
め
た
共
同
文
書
を

発
表
し
た
。
　

　

＝
●
面
参
照

米
側
の
統
合
軍
司
令
部
は
、

陸
海
空
３
自
衛
隊
を

一
元
的

に

指
揮
す
る
た
め
２
０
２
４
年
度

末

に
発
足
す
る

「
統
合
作
戦
司

令
部
」
の
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト

と
な
る
。
具
体
化

へ
向
け
作
業

部
会
を
設
置
す
る
。

共
同
文
書
は
中
国
に

つ
い
て

「
他
者
を
犠
牲
に
し
、
自
ら
の

利
益

の
た
め
国
際
秩
序
を

つ
く

り
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
」
と

深
刻
な
懸
念
を
表
明
。

ロ
シ
ア

と
北
朝
鮮

の
軍
事
協
力
を
非
難

し

「
不
拡
散
体
制
を
損
な
う
」

と
し
て
、
核

一
ミ
サ
イ
ル
技
術

が
北
朝
鮮
に
移
転
す
る
可
能
性

に
深
い
懸
念
を
示
し
た
。

在
沖
縄
米
兵

の
性
的
暴
行
事

件
を
踏
ま
え
、
事
件
、
事
故
に

関
す
る
情
報
共
有
の
た
め
２
国

間

で
調

整

す

る

と
申

し

合

わ

せ
、
事
件
防
止
の
た
め

の
在

日

米

軍

の

取

り

組

み

を

評

価

し

た
。中

距

離

空

対

空

ミ

サ

イ

ル

（
Ａ
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｍ
）
と
地
対
空

誘
導
弾
パ
ト
リ
オ

ッ
ト

（
Ｐ
Ａ

Ｃ
３
）
の
生
産
能
力
拡
大

へ
、

共
同
生
産

の
機
会
を
追
求
す
る

と
確
認
。
増
大
す
る
サ
イ
バ
ー

脅
威
に
対
応
す
る
た
め
、
サ
イ

バ
ー
攻
撃
対
策
と
情
報
保
全
が

重

要

だ

と

の
認

識

を

共

有

し

た
。２

プ
ラ
ス
２
で
本
原
稔
防
衛

相
は

「
自
由
で
開
か
れ
た
イ

ン

ド
太
平
洋
を
維
持
す
る
た
め
連

防
衛
省
は
２８
日
、
航
空
自
衛

隊
が
保
有
す
る
地
対
空
誘
導
弾

パ
ト
リ
オ

ッ
ト
を
米
軍

に
売
却

す
る
契
約
を
締
結
し
た
と
発
表

し
た
。
契
約
額
は
約
３０
億
円
。

弾
数
や
契
約
時
期
は
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。
日
米
の
外
務

・

防
衛
担
当
閣
僚
は
同
日
の
２
プ

携
を
強
め
る
」
と
述
べ
、
上
川

陽
子
外
相
も

「抑
止
力
を
高
め

る
」
と
訴
え
た
。

オ

ー

ス

テ

ィ
ン
米

国

防

長

官
、
ブ
リ

ン
ケ
ン
米
国
務
長
官

一

も
参
加
し
た
。

米
軍
に
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
売
却
へ

ラ
ス
２
で
、
米
国

の
在
庫
を
補

う
た
め
の
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
移
転

を
歓
迎
し
た
。

防
衛
省
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
に
展
開
す
る
米
軍

を
含
む
米
政
府
内

で
使
用
し
、

第
二
国
に
提
供
さ
れ
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
と
し
て
い
る
。

パ
ト
リ
オ

ッ
ト
は
米
国
企
業

の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
基
づ
き
生
産

し
て
い
る
。
昨
年
１２
月
、
日
本

政
府
が
防
衛
装
備
移
転
三
原
則

と
運
用
指
針
を
改
定
し
、
装
備

品
の
輸
出
ル
ー
ル
を
緩
和
し
た

際
、
ラ
イ
セ
ン
ス
元
で
あ
る
米

国

へ
の
輸

出

を

決

定

し

て

い

た
。
２
０
１
４
年
の
三
原
則
制

定
以
降

、
殺
傷
能
力
が
あ
る
武

器
の
輸
出
は
初
め
て
と
な
る
。

殺
傷
能
力
武
器
を
初
輸
出

0



米
、「核
の
傘
」強
化
鮮
明

東
ア
ジ
ア
情
勢

危
機
感

●バイデ ン米政権下 の核政策 をめ ぐる
主な動 き

米
国
の
バ
イ
デ
ン
政
権
は
２８

日
に
東
京
で
開
か
れ
た
日
米
安

全
保
障
協
議
委
員
会

（
２
プ
ラ

ス
２
）
に
合
わ
せ
た
拡
大
抑
止

協
議
で
、
日
本
に
対
す
る

「
核

の
傘
」
を
強
化
す
る
姿
勢
を
鮮

明
に
し
た
。

ロ
シ
ア
や
中
国
、

北
朝
鮮
に
よ
る
核
の
脅
威
が
増

す
中
、
核
軍
縮
を
棚
上
げ
し
、

核
戦
力
の
増
強
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
あ
る
。

（
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
　
淵
上
隆

悠
＝
東
京
で
、
本
文
記
事
１
面
）

「
中
露
と
北
は
核
戦
力
に
ま

す
ま
す
重
点
を
置
き
、
世
界
の

安
全
保
障
を
脅
か
し
て
い
る
。

日
米
の
拡
大
抑
止
の
関
係
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
だ
」

米
国
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国
防

長
官
は
、
こ
の
日
初
め
て
開
か

れ
た
日
米
の
拡
大
抑
止
を
巡
る

閣
僚
級
会
合
の
冒
頭
で
こ
う
強

調
し
、
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア

で
の
核
の
脅
威
の
高
ま
り
に
危

機
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

を
開
始
し
た
後
、
２
０
２
３
年

に
新
戦
略
兵
器
削
減
条
約

（
新

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
の
履
行
停
止
を

拡大抑止協議

2021生F
l月

バイラ ンゞ
戦略兵器削減条約 (新 START)
の 5年間延長で合意

ロシアがウクライナ侵略。その後、
露側は核兵器使用の可能性も示唆

22年 2月

3月
バイデ ン政権が「核戦力体制見直
し (NPR)」 の概要発表。「先

、新 STARTン

の

で

画 国が関与す
ル 一ヽプ (NCG)

で 、

7
・不拡散の方

策

広島で先進 7
サミット)。5月

11月

23年 2月

4月

ワシン トンで、
る米中間の高官級協議。その後の
協議は中国側が拒否

今
回
の
日
米
２
プ
ラ
ス
２
は
、

米
国
が
安
全
保
障
の
協
カ
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
取
り
組
み
の

一
環
だ
。
中
国
は
台
湾
に
圧
力
を

か
け
、
南
シ
ナ
海
で
は
中
比
関
係

が
緊
張
し
、
ア
ジ
ア
の
安
保
は
非

常
に
緊
迫
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
と

北
朝
鮮
の
協
力
も
大
変
な
脅
威
と

一
　
　
　

　
　
　

¨
韓
靡
¨
一
枠

ノ

ー‐

「
　

〓

対
処
能
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
は
急
務
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
日
米
は
指
揮

・

統
制
能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
回
、
統
合
軍
司
令
部
の

設
置
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
は
大

き
な
前
進
だ
。
日
米
同
盟
を
真
の

防
衛
同
盟

へ
と
移
行
さ
せ
る
た
め

の
重
要
な

一
歩
と
な
る
。

拡
大
抑
止
を
め
ぐ
る
閣
僚
協
議

は
東
ア
ジ
ア
で
暗
い

「核
の
影
」

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し

て
い
る
。
米
国
が
能
力
を
強
化
す

る
一
方
、
日
本
が
何
を
考
え
、
何

を
求
め
て
い
る
か
聞
く
こ
と
も
大

事
だ
。
拡
大
抑
止
は
、
核
抑
止
だ

け
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
日
本
が
導
入
す
る
長
射
程

の
ミ
サ
イ
ル
能
力
を
組
み
込
む
こ

と
は
有
用
だ
。
拡
大
抑
止
は
こ
れ

ま
で
米
国
だ
け
の
任
務
だ
っ
た

が
、
今
は
日
本
に
も
果
た
す
べ
き

役
割
が
あ
る
。

防
衛
装
備
品
の
共
同
生
産
も
非

常
に
重
要
な
議
題
だ
っ
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
の
大
き
な
教
訓
は
、

同
盟
国
と
相
互
運
用
可
能
な
防
衛

産
業
能
力
を
持
つ
必
要
性
だ
。
日

本
は
不
可
欠
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。（ワ

シ
ン
ト
ン
　
田
島
大
志
）

た
核
戦
力
体
制
見
直
し

（
Ｎ
Ｐ

Ｒ
）
で
は
、
日
韓
や
北
大
西
洋

条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟

国
の
猛
反
対
を
受
け
、

「
先
制

不
使
用
」
の
宣
言
を
見
送

っ
た
。

さ
ら
に
、
米
国
家
安
全
保
障

会
議

（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
の
プ
ラ
ナ
イ

。
バ
デ
ィ
上
級
部
長
は
今
年
６

月
の
講
演
で
、
中
露
と
北
朝
鮮

の
核
戦
力
拡
大
を

「
猛
烈
な
勢

い
」
と
表
現
し
、

「
敵
の
傾
向

に
変
化
が
な
け
れ
ば
、
今
後
数

年
以
内
に
、
現
在
の
核
兵
器
の

配
備
数
か
ら
増
加
が
必
要
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
言
及
し

た
。共

和
党
の
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
も
在
任
中
、
核
抑
止
の
役
割

拡
大
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

１１

月
の
米
大
統
領
選
後
も
核
抑
止

を
重
視
す
る
方
向
性
は
続
く
見

込
み
だ
。

元
国
防
総
省
高
官
は

「
敵
対

国
の
核
政
策
に
合
わ
せ
て
、
民

主
、
共
和
両
党
政
権
と
も
核
戦

力
に
投
資
し
て
き
た
。
両
党
の

違
い
は
ほ
ぼ
な
く
な

っ
た
」
と

分
析
し
て
い
る
。

米戦略国際問題研 究所 (CSIS)日 本部長

クリス トファー・ジョンス トン氏

日米の対処能力向上 急務

表
明
し
、
米
露
間
の
唯

一
の
核

軍
縮
枠
組
み
は
機
能
不
全
に
陥

っ
た
。
米
国
は

「
核
大
国
」
に

な
り

つ
つ
あ
る
中
国
に
も
核
軍

備
管
理
に
関
す
る
協
議
を
呼
び

か
け
て
い
る
が
、
応
じ
て
い
な

い
。
核

・
ミ
サ
イ
ル
問
題
に
つ

い
て
の
米
朝
対
話
も
現
政
権
下

で
は
進
展
し

て
い
な
い
。

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
元

々
、

核
兵
器
の
役
割
低
減
や
核
軍
縮

が
持
論
だ

っ
た
。
就
任
前
に
は

「
敵
が
核
兵
器
を
使
わ
な
い
限

り
核
兵
器
を
使
わ
な
い
」
と
い

う

「
先
制
不
使
用
」
を
宣
言
す

べ
き
だ
と
も
唱
え
て
い
た
。

だ
が
、
就
任
後
は
現
実
路
線

に
転
換
し
た
。

２２
年
に
発
表
し
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パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ

の
衝
突
で
民
間
人
の
犠
牲
が

広
が
り
、

イ
ス
ラ
エ
ル
企
業

を
敬
遠
す
べ
き
だ
と
の
声
が

高
ま

っ
て
い
る

こ
と
を
受

け
、
欧
州
の
年
金
基
金
な
ど

が
関
連
企
業

へ
の
投
資
か
ら

撤
退
す
る
動
き
を
見
せ
始
め

た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
輸
出
の
５

割
、
税
収
の
３
割
を
占
め
る

テ
ッ
ク
産
業
に
も
影
響
が
及

び
つ
つ
あ
る
。

１８
日
に
発
表
さ
れ
た
４
～

６
月
期
の
実
質
国
内
総
生
産

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
季
節
調
整
値
）

速
報
値
は
年
率
換
算
で
前
期

比
ｌ

ｏ
２
％
増
と
、
市
場
予

想
を
下
回
る
低
い
成
長
に
と

ど
ま

っ
た
。
政
府
支
出
が
経

済
を
下
支
え
し
た
も
の
の
輸

出
が
低
調
だ

っ
た
。
民
間
セ

ク
タ
ー
で
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人

労
働
者
の
入
境
が
止
ま

っ
た

こ
と
で
、
労
働
力
の
不
足
が

深
刻
に
な

っ
て
い
る
も
よ
う

だ
。イ

ス
ラ
エ
ル

◆
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
庁
に
よ
る
と
、
２
０

２
３
年
の
テ
ッ
ク
産
業

へ
の

投
資
額
は
前
年
に
比
べ
５６
％

減
少
の
６９
億

，レ
ド
（約
１
兆
円
）

に
と
ど
ま

っ
た
。

イ
ス
ラ
エ

ル
の
調
査
会
社
Ｉ
Ｖ
Ｃ
と
金

融
サ
ー
ビ
ス
会
社
レ
ウ
ミ
テ

ッ
ク
の
調
査
に
よ
る
と
、

２３

年
１０
～
１２
月
期
の
ハ
イ
テ
ク

投
資
額
は
１５
億

，レ
ド
、

２４
年
１

～
３
月
期
は
１７
億

′レ
ド
で
２‐
年

１０
～
１２
月
期
の
ピ
ー
ク
か
ら

５
分
の
１
程
度
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
る
。

「
強
力
な
追
い
風
と
向
か

い
風
」
。

イ
ス
ラ
エ
ル
最
大

都
市
テ
ル
ア
ビ
ブ
の
企
業
関

係
者
は
同
国
の
テ
ッ
ク
産
業

が
置
か
れ
た
状
況
を
こ
う
語

る
。追

い
風
は
人
工
知
能

（
Ａ

Ｉ
）
ブ
ー
ム
の
恩
恵
が
大
き

い
点
だ
。
米
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア

は
４
月
以
降
、

イ
ス
ラ
エ
ル

新
興
の
ラ
ン
エ
ー
ア
イ
と
デ

シ
エ
ー
ア
イ
の
買
収
を
発
表

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
７
億

，レ
ド
、

３
億

′レ
ド
の
買
収
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
世
界
各
地
で
対
立

が
深
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
背

景
に
、

イ
ス
ラ
エ
ル
が
持

つ

サ
イ
バ
ー
攻
撃

へ
の
防
衛
能

力
に
も
関
心
が
集
ま
る
。

向
か
い
風
の
方
は
、
投
資

家
や
企
業
経
営
者
が
評
判
リ

ス
ク
に
神
経
を
と
が
ら
せ
る

こ
と
だ
。
ボ
イ
コ
ッ
ト
ヽ
投

資
撤
退

（ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
）
、
制
裁

（
サ
ン
ク
シ
ョ

ン
）
の
頭
文
字
を
と

っ
た
「
Ｂ

Ｄ
Ｓ
」
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ

エ
ル
ヘ
の
圧
力
を
め
ざ
し
た

運
動
が
各
地
で
広
が

っ
て
き

た
。米

イ
ン
テ
ル
は
イ
ス
ラ
エ

ル
で
の
２
５
０
億

′レ
ド
規
模
の

新
工
場
の
建
設
を
凍
結
し
た

と
報
じ
ら
れ
た
。
計
画
は

ハ

マ
ス
と
の
戦
争
が
激
化
し
た

２３
年
１２
月
に
発
表
さ
れ
、

イ

ス
ラ
エ
ル
は
過
去
最
大
の
外

国
投
資
と
自
賛
し
て
い
た
。

イ
ン
テ
ル
は
事
業
の
凍
結
と

ガ
ザ
の
衝
突
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
明
確
な
説
明
を
し
て

い
な
い
。

欧
州
の
年
金
基
金
で
は
、

人
権
侵
害
や
国
際
法
違
反
に

関
与
し
て
い
る
と
し
て
イ
ス

ラ
エ
ル
関
連
企
業
か
ら
の
投

資
撤
退
が
相
次
ぐ
。

ノ
ル
ウ

ェ
ー
年
金
基
金
大

手
Ｋ
Ｌ
Ｐ
は
６
月
、
ガ
ザ

ヘ

の
侵
攻
作
戦
で
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
い
る

と
し
て
、
保
有
し
て
い
た
米

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
の
計
７
億
２

８
０
０
万
ノ
ル
ウ

ェ
ー
鰭

（約
１
０
０
億
円
）
に
当
た

る
株
式
や
社
債
の
売
却
を
発

表
し
た
。

Ｋ
Ｌ
Ｐ
の
責
任
投
資
担
当

者
の
キ
ラ
ン

・
ア
ジ
ズ
氏
は

「
戦
争
下
で
の
個
人
の
権
利

侵
害
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ

と
へ
の
確
信
が
持
て
な
か

っ

た
」
と
説
明
し
た
。

政
府
系
フ
ア
ン
ド
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
戦
略
投
資
フ
ァ
ン

ド
は
４
月
、
イ
ス
ラ
エ
ル
大

手
銀
の
レ
ウ
ミ
銀
行
な
ど
計

６
社
の
株
式
、
２
９
５
万
叶

（約
４
億
８
０
０
０
万
円
）

相
当
か
ら
の
投
資
撤
退
を
明

ら
か
に
し
た
。

欧
米
で
は
米
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
や
英
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大

な
ど
学
生
に
よ
る
反
イ
ス
ラ

エ
ル
抗
議
集
会
が
広
が
る
。

一

運
用
益
を
研
究
費
や
奨
学
金

な
ど
に
充
て
て
い
る
大
学
基

金
を
通
じ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
関

連
企
業

へ
の
投
資
か
ら
撤
退

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

米

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
４

月
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
２
２
５

店
舗
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ

ェ
ー
ン

（
Ｆ
Ｃ
）
方
式
か
ら
、

直
営
に
切
り
替
え
る
こ
と
を

一

発
表
し
た
。
Ｆ
Ｃ
展
開
を
担

っ
て
い
た
地
元
企
業
が
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
の
兵
士
に
、
無
償

で
食
事
を
提
供
し
た
情
報
が

拡
散
し
、
中
東
市
場
を
中
心

に
不
買
運
動
が
広
が

っ
た
た

め
だ
。

英
国
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

・

チ

ェ
ー
ン

「
プ
レ
タ
マ
ン
ジ

ェ
」
も
ガ
ザ
の
衝
突
拡
大
を

受
け
イ
ス
ラ
エ
ル
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
計
画
を
と
り
や
め
た
。

対
イ
ス
ラ
エ
ル

投
資
撤
退
じ
わ
り

ガザで民間人犠牲拡大

テック産業にも影響

″ _3.20口′径

イスラエルのハイテク投資額

億 ドル

イスラエルとハマスが衝突

2022年           23
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西
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Soycott ivestment antctions
投資引き揚げ

イスラエルに抗議

「
万博参加」も波紋

職
　

ガ
ザ
攻
撃

「日
本
も
関
係
あ
る
じ
ゃ
ん
」

「市
民
を
殺
す
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
を
支
援
す
る
な
」
。

広
島
市
中
区
の
原
爆
ド
ー
ム
前
を
通
り
か
か
る
と
、

イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
テ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区

へ
の
攻
撃
に
抗
議
の
声
を
上
げ
る
人
た
ち
が
い
た
。

手
に
は
無
人
航
空
機

（
ド

ロ
ー
ン
）
を
模
し
た

モ
ビ

ー
ル
を
持
ち

て
い
る
。
話
を
聞
く
と
、
イ
ス
ラ

エ
ル

に
対
す
る
ボ
イ

コ
ッ
ト
、
投
資
引
き
揚
げ
、
制
裁
を

呼
び
か
け
る
Ｂ
Ｄ
Ｓ
運
動
な
の
だ
と
い
う
。
か

つ
て

作
家

の
村
上
春
樹
さ
ん
も
対
象
に
な

っ
た
Ｂ
Ｄ
Ｓ
は

今
、
日
本

で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

２
０
２
３
年
３
月
に
千
葉

・
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
か

れ
た
防
衛
装
備
品
の
見
本
市
。
伊
藤
忠
商
事
子
会
社

Ｌ
Ｆ
　

「伊
藤
忠
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
（東
京
）
と
、
航
空
機
器

ｈ
）

な
ど
の
専
門
商
社

「日
本
エ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
サ
プ
ラ

【
¨
　

イ
」

（同
）
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
産
業
大
手
エ
ル

ノ
「
　

ビ
ッ
ト

・
シ
ス
テ
ム
ズ
と
武
器
生
産

・
販
売
の
協
業

ギ
小
　

に
関
す
る
覚
書
を
結
ん
だ
。
最
新
の
攻
撃
用
ド
ロ
ー

ン
を
製
造
す
る
エ
ル
ビ
ッ
ト

・
シ
ス
テ
ム
ズ
社
は
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
に
武
器
を
卸
し
て
い
る
。
広
島
で
の
抗

議
活
動
は
覚
書
の
破
棄
を
求
め
る
も
の
だ

っ
た
。

日
本
で
の
見
本
市
開
催
に
反
対
す
る
市
民
団
体

「武
器
取
引
反
対
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｔ
）
」

も
２３
年
５
月
か
ら
覚
書
締
結
に
対
す
る
抗
議
を
続
け

て
い
た
。
杉
原
浩
司
代
表
は

「こ
れ
ら
は
Ｂ
Ｄ
Ｓ
運

動
の

一
つ
で
す
」
と
説
明
す
る
。
Ｂ
Ｄ
Ｓ
は
国
際
的

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
ω
ｏ
く
ｏ
ｏ
諄

（ボ
イ
コ
ッ
ト
）
、

∪
いく
①
∽
一
日
①
つ
け

（投
資
撤
収
）
、
∽
Ｒ
る
Ｌ
ｏ
椰
∽

（制
裁
）
の
頭
文
字
を
と

っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｄ
Ｓ
に
取

り
組
む
日
本
の

「ω
∪
∽
　
ヽ
”
り
∞
”
　
∞
“
〓
①
」
５

（
Ｂ
Ｊ
Ｂ
）
」
に
よ
る
と
、
運
動
は
０５
年
、
パ
レ
ス

テ
ナ
で
始
ま

っ
た
。

日
本
で
最
初
に
注
目
さ
れ
た
の
は
０９
年
、
村
上
春

樹
さ
ん
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
文
学
賞
「
エ
ル
サ
レ
ム
賞
」
．

に
選
ば
れ
た
こ
と
に
対
す
る
抗
議
だ

っ
た
。
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
の
攻
撃
に
よ
リ
ガ
ザ
地
区
で
１
０
０
０
人
以

上
が
死
亡
し
た
直
後
で
、
受
賞
拒
否
を
求
め
る
オ
ン

ラ
イ
ン
の
署
名
活
動
が
日
本
で
広
が

っ
た
。
村
上
さ

ん
は
授
賞
式
の
ス
ピ
ー
チ
で
抗
議
を
受
け
て
悩
ん
だ

こ
と
を
明
か
し
、
爆
撃
機
や
戦
車
な
ど
の
体
制
側
を

●
ド
ロ
ー
ン
を
模
し
た
モ
ビ
ー
ル
を
手
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
事

企
業
と
日
本
企
業
の
協
業
に
抗
議
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
セ
ー

ラ
ー
か
ん
な
子
さ
ん

（左
端
）

●
抗
議
活
動
中
、
日
本
企
業
が
協
業
に
関
す
る
覚
書
を
終
了
す

る
と
表
明
し
、
喜
ぶ
市
民
ら

＝
い
ず
れ
も
広
島
市
中
区
の
原
爆
ド
ー
ム
前
で
２
月
９
日

「壁
」
、
武
器
を
持
た
な
い
市
民
を

「卵
」
に
例
え

て

「私
は
い
つ
で
も
卵
の
側
に
立

つ
」
と
表
明
し
た
。

そ
の
後
も
Ｂ
Ｄ
Ｓ
運
動
は
続
い
た
。

２３
年
１０
月
、

イ
ス
ラ
ム
組
織

ハ
マ
ス
の
攻
撃
を
き

っ
か
け
に
、
イ

ス
ラ

エ
ル
が
ガ
ザ
侵
攻
を
開
始
す
る
と
、
在
日
パ
レ

ス
チ
ナ
人
や
学
生
ら
を
中
心
に
即
時
停
戦
を
求
め
る

デ
モ
活
動
が
広
が

っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｔ
も
参
加
し
、

東
京
の
伊
藤
忠
商
事
本
社
前
な
ど
で
イ
ス
ラ
エ
ル
支

援
に

つ
な
が
る
取
引
を
や
め
る
よ
う
訴
え
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
も
覚
書
の
破
棄
を
求
め
る
２
万
４

０
０
０
筆
超
の
署
名
を
集
め
た
。

そ
ん
な
中
、
伊
藤
忠
商
事
は
２
月
５
日
、
子
会
社

が
結
ん
だ
覚
書
を
終
了
す
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
同

社
は

「覚
書
は
イ

ス
ラ

エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争

に

一
切
関
与
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、

国
際
司
法
裁
判
所
が
イ

ス
ラ
エ
ル
に
対
し
、
ジ

ェ
ノ

サ
イ
ド

（大
量
虐
殺
）
を
防
ぐ

「あ
ら
ゆ
る
措
置
」

を
取
る
よ
う
命
じ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て
判
断
し

た
と
し
た
。
日
本

エ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
サ
プ
ラ
イ
も
同

月
末
に
覚
書
を
終
了
し
た
。
両
社

の
判
断
に

つ
い
て
、

Ｎ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｔ
の
杉
原
代
表
は

「市
民
の
声
も
大
き
く

影
響
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
武
器
取
引
を
す
る
と
、

ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
の
共
犯
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
判

一
方
で
、

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
る
２
０
２

５
年
大
阪

・
関
西
万
博

へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル

参
加
が
決
定
。
波
紋
が
広
が
る
。

「パ
レ

ス
テ
ナ
人
に
対
す
る
ジ

ェ
ノ
サ

イ
ド
と
い
う
犯
罪
行
為
を
示
す
域
に
達
し

た
」
。
国
連
人
権
理
事
会
が
任
命
し
た
特

別
報
告
者
は
３
月
、
イ
ス
ラ

エ
ル
を
非
難

し
た
。
民
間
人
や
病
院

へ
の
攻
撃
禁
止
を

定
め
た
戦
時
国
際
法

の
原
則
を

「意
図
的

に
ね
じ
曲
げ
た
」
と
報
告
し
た
。
１
月
に

は
国
際
司
法
裁
判
所
が
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に

対
し
て
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
を
防
ぐ
あ
ら
ゆ
る

措
置
を
取
る
よ
う
命
じ
る
仮
処
分

（暫
定

措
置
）
を
出
し
た
。

そ
ん
な
中
、
イ
ス
ラ

エ
ル
政
府
は
３
月

末
、
万
博

へ
の
参
加
表
明
を
日
本
政
府
に

断
に

つ
な
が

っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
語

っ
た
。

Ｂ
Ｊ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
の
役
重
善
洋
さ
ん
は

「Ｂ
Ｄ
Ｓ

は
国
際
的
に
と
て
も
大
き
な
運
動

で
成
果
も
出

て
い

る
」
と
話
す
。
世
界
中
で
イ
ス
ラ

エ
ル
関
連
製
品
の

不
買
運
動
が
起
き
た
り
、
欧
米
の
大
学
生
が
関
連
企

業

へ
の
投
資
を
や
め
る
よ
う
大
学
に
求
め
た
り
し
て

い
る
ｃ
役
重
さ
ん
は

「イ
ス
ラ
エ
ル
は
国
際
的
な
制

裁
を
受
け
る
に
値
す
る
こ
と
を
や

っ
て
い
る
。
国
連

憲
章
は
、
国
際
社
会
の
平
和
や
安
全
を
維
持
す
る
た

め
、
経
済
関
係
の
中
断
な
ど
非
軍
事
的
な
措
置
を
取

れ
る
と
定
め
て
い
る
。
Ｂ
Ｄ
Ｓ
は
ま
さ
に
そ
れ
に
当

た
る
」
と
説
明
す
る
。

広
島
で
モ
ビ
ー
ル
ア
ー
ト
を
持
ち

て
声
を
上
げ
て

い
た
ア
ー

テ

ィ
ス
ト
の

セ
ー

ラ
ー
か

ん
な
子

さ
ん

（３２
）
は
２３
年
１２
月
、
ガ
ザ
地
区

へ
の
攻
撃
で
使
わ
れ

る
ド

ロ
ー
ン
を
、
日
本
の
会
社
が
イ
ス
ラ
エ
ル
企
業

と
取
引
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
知
り
、
シ

ョ
ッ
ク
を

受
け
た
。

「パ
レ
ス
テ
ナ
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
日

本
も
関
係
あ

る
じ

ゃ
ん
」

そ
れ
か
ら
抗
議
活
動
に
加
わ

っ
て
い
る
。

「パ
レ

ス
チ
ナ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
は
救
い
で

す
。
現
地
の
惨
状
か
ら
目
を
そ
ら
さ
な
い
た
め
に
も

必
要
な
活
動
と
思

い
ま
す
」

【矢
追
健
介
、
写
真
も
】

送

っ
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
上
川
陽
子
外

相
は
４
月
５
日
の
記
者
会
見
で
、

ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

つ
い
て

「国
際
法

と
国
連
憲
章
の
重
大
な
違
反
だ
。
万
博
の

テ
ー

マ
と
相
い
れ
な
い
」
と
非
難
。
し
か

し
イ

ス
ラ

エ
ル
の
場
合
は
イ

ス
ラ
ム
組
織

ハ
マ
ス
に
よ
る
奇
襲
が
き

っ
か
け
で

「
ロ

シ
ア
と
同
列
に
扱
う
の
は
適
当
で
な
い
」

と
し
、
参
加
を
問
題
視
し
な
か

っ
た
。

早
稲
田
大
の
岡
真
理
教
授

（
現
代
ア
ラ

ブ
文
学
）
は

「
ハ
マ
ス
の
奇
襲
か
ら
始
ま

っ
た
の
で
は
な
く
、
歴
史
的

に
イ

ス
ラ

エ

ル

は

パ

レ

ス
チ

ナ
を
攻

撃

し

続

け

て
き

た
」

と
政
府
に
反
論
す
る
。

「ボ
イ

コ
ッ

ト
な
ど
市
民
が
行
動
し
声
を
上
げ
続
け
な

け
れ
ば
、
日
本
政
府
の
言
動
も
変
わ
ら
な

い
」
と
強
調
し
た
。

日本政府は問題視せず
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9・22杉原浩司さん講演集会へのメッセージ  
李篤勝 

2012 年～21年中国共産主義青年団入団 17年同済大学（上海）入学 21 年会社就職  27歳 

 

皆さん、こんにちは。                     

このたびは、杉原浩司様の講演集会のご開催、おめでとうございます。私は中国の世界労働運動・

共産主義運動研究者の李篤勝です。どうぞよろしくお願いいたします。 

まずは、とくに、講師杉原浩司様と呼びかけ人岩田吾郎様にありがとうございます。 

いまは、第二次世界大戦から８０年近く、朝鮮戦争から７０年が経とうとしています。しかし、戦

争の雲は依然として東アジアを覆い、消えることはないと思います。私たちが中国人であれ日本人

であれ、戦争のリスクが日に日に増していることをきっと感じています。 

コソボ、イラク、そしてアフガニスタンから、リビア、シリア、ウクライナ、パレスチナに至るま

で、戦争は決して遠い存在ではありません。これらの戦争は現地の人々に何の利益ももたらさず、

ただ計り知れない苦しみを与えるだけでした。もちろん、我々はそのような戦争に反対しなければ

ならない。アメリカ、日本、NATO、ロシアの帝国主義に対する批判は間違いなく必要です。しか

し、私は中国人として、中国の役割を再考することを求めます。 

武器輸出の問題に目を向けると、中国もまた主要な武器輸出国であることを忘れないでほしいです。

ストックホルム国際平和研究所（SIPRI）の報告書によれば、中国は現在、アメリカ、フランス、

ロシアに次ぐ世界第 4 位の武器輸出国である。中国の左派もこの問題を心配しています。歴史上、

中国がアルバニア、朝鮮、ベトナムといった国々に無私の援助を与え、人民が祖国を守り、侵略者

に反撃するのを助けたことは知っています。しかし、現在の状況は当時とは根本的に異なっていま

す。今、中国は人民が嫌う人々に武器を与えることが多いです。 

イラン・イラク戦争では、中国はイラクのサダム独裁政権とイランの神権政権の双方を支援しまし

た。中国の軍産複合体は戦争を通じて１００億ドル以上の利益を得ました。この戦争の本質は、中

東の覇権をめぐる戦争である。中国は武器を輸出することでこの戦争を煽り、莫大な利益を得たこ

とは、決して正義の立場ではない。２０２１年、ミャンマーでクーデターが起きました。平和的な

デモを武力で弾圧された民主派勢力は武装闘争を宣言し、山岳地帯で軍事訓練をうけて、力をつけ

てきました。それ以外、ミャンマー軍に抵抗するため、ビルマ共産党（CPB）も再興され、人民解

放軍（PLA）が結成されました。さらに少数民族の武装勢力とも連携し、クーデターを起こしたミ

ャンマー軍を脅かすようになっています。 

しかし、中国は依然としてビルマ軍との軍事貿易を維持しています。その理由は、中国が「主権国

家と通常兵器の取引における協力のみを行い、非国家主体に武器を供与することはない」を主張し

ます。いわゆる「他国への内政不干渉」を口実に、中国はミャンマーの内情を無視し、ミャンマー

軍との軍事貿易を維持しているのは、ミャンマー軍による人民弾圧の共犯者となっています。２０

２２年、ロシアがウクライナに侵攻しました。中国はロシアとウクライナを外交的に仲介したかも

しれないが、それ以上に心配なのは、中国がロシアに支援をしていることです。中国が提供してい
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る支援には、大量の工作機械やドローン（無人機）、ターボジェットエンジン、巡航ミサイル向け

の技術、超小型電子部品、ロシアが兵器の推進剤に使用しているニトロセルロースなどが含まれま

す。その上、中国は国内外に親ロシア世論を作り出そうとしています。我々は、中国が戦争の共犯

者になることは決して望んでいない。 

以上の事実に基づき、中国の武器輸出問題をどう評価すべきか、同志諸君に再考を呼びかけます。 

我々はマルクス主義者として、「すべての戦争に反対」するのではなく、抵抗と革命の戦争を支持

し、帝国主義間戦争反対するべきだと信じています。私の考えでは、改革開放以来、中国の武器輸

出は利益追求的で無節操です。これこそ新自由主義の台頭がもたらした悪い結果です。 

この問題以外で、もうひとつ言っておきたいことがあります。中国の 20 代として、私もさまざま

な SNS を利用、ネット世論の動きに注目しています。2019 年以降、中国のナショナリスト感情は

徐々に高まり、2021 年にピークに達しました。しかし、潮が引いた後のナショナリズムは、過激

主義と排外主義への傾向を見せ始めました。一般の外国人に対するヘイトスピーチがますます盛ん

になっています。この夏、中国では一般のアメリカ人や日本人に対する無差別攻撃が相次いでいま

す。その後、SNS で犯人に拍手喝采を送る者も多いです。今回の事件を受けて、中国当局は犯人

を厳罰に処すと述べるなど、正しい姿勢を示しているが、恐らく、この事件は中国の排外主義と無

関係ではありません。 

ここで、この現象について少し分析したいと思います。1980 年代以降、中国の資本主義化によっ

て、当局はますますプロレタリア国際主義を放棄し、ナショナリズムによってしか自分の権力を守

れなくなっています。ナショナリストのプロパガンダは、愛国心と被害者意識の 2 つの分野に分け

られます。愛国心は国家権力への共感につながり、被害者意識は中国が帝国主義によって歴史的に

辱められたことを強調し、それゆえ中国の不幸は欧·米·日に責任がありるとされます。脱階級化闘

争の物語では、しばしば抽象的な「帝国主義国」に言及し、その国の言語、文化、そしてその国の

出身者である一般人を含め、その国からもたらされるあらゆるものを無差別に攻撃します。そして、

それが排外主義とつながっています。 

排外主義は真の反帝国主義ではありません。私は、排外主義は帝国主義者によってプロレタリアー

トを分裂させるために利用されるだけであり、帝国主義と闘うために必要なのは、帝国主義諸国の

戦争計画を阻止するために世界諸国全ての人民が団結し、協力することだと信じています。 

私は、改革開放された中国は、新興の資本主義·帝国主義国となり、その結果、歴史がそうであっ

たように、欧米旧帝国主義国と激しく衝突することになると考えています。今は、戦争のリスクは

暗雲のように近づいています。最も必要とされているのは、国境を越えた国際連帯·反戦平和運動

である。平和を愛する人民が最終的に勝利すると信じています！ 

以上、ご清聴ありがとうございます。 



´
本日開催される貴講演集会に連帯の意思を示 しメッセージを送らせていただきます。

現在、韓国ヂ錫悦 (ユ ン・ソンニョル)政権は南北の労働者・市民が積み重ねて来た祖国

統一への熱望と成果をことごとく破壊 し、南北関係は分断以降最悪の状況にあります。ヂ

錫悦大統領は今年の光復節記念行事で新たな統一政策 「8.15統一 ドク トリン」を発表 しま

したが、これは朝鮮の体制崩壊を目論む吸収統一論に他なりません。ヂ錫悦政権は「自由」

を強調 し、北側住民が 「自由」の価値に日覚めることによって統一が為されると吹聴 して

いますが、「互いの違いを認め体制の差異を乗 り越える」とした歴代の南北合意に真っ向か

ら反対する反統一行為そのものです。既に朝鮮政府は年初に開催 した最高人民会議で 「体

制統一や吸収統一を国策とする韓国とは統一が実現できない」と明言rし てお り、現状では

政府間協議に応じる可能性はありません。それなころか対北ビラ散布を行う悪質脱北者団
体への支援に言及するなど、ヂ錫悦政権は明白な敵対行為を繰り返しています。

また昨年のキャンプデービッド合意以降、韓米 日の実質的な軍事同盟化が推 し進められ韓

米合同軍事演習に加えて韓米 日合同軍事演習が行われるようになりました。韓国軍と在韓

米軍に加えて、日本の自衛隊が海上、空中で朝鮮への侵略戦争を想定した軍事訓練を行っ

ている、危険極まりない状況です。そして韓 日間での軍事協力をするために、強制徴用被

害問題をはじめとした植民地支配期の歴史清算が屈辱的に行われ、欺まん的な「韓 日関係

改善」が進められています。これは在 日コリアンの歴史性を真っ向から否定する行為であ

り、決 して容認することはできません。

このようにヂ錫悦政権発足以降、南北全面戦争に向けた足場作 りが着々と推 し進められて
います。またそういった状況を背景に、韓国の軍備拡張、軍事予算は雪だるま式に増え上

がる一方で、労働者・市民は物価や家賃の高騰に苦 しんでいます。現在、韓国国内では労

働者・市民がヂ錫悦大統領の弾劾を求める闘いに立ち上がっています。対米追従、対 日屈

従、対北対決の路線を突き進み、反対する労働者 。市民を「反国家勢力」と規定するヂ錫

悦大統領を打倒することこそが、今 日の朝鮮半島における平和への第一歩です。労働者 。

市民と野党がつながる反ヂ錫悦戦線の強力な闘いがこの秋に行われる予定であり、私たち

も朝鮮半島の自主的平和統一を求める立場から連帯し共に闘っていく決意です。貴講演集

会の参加者の皆様におかれましても、ぜひご関心を寄せていただければ幸いです。

本日行われる講演集会が東アジアの自主と平和を求める闘いをよリー層前進させる成果を
収め られ ることを願 ってお ります。共に闘いま しょう。

在日韓国青年同盟 中央委員長
°‐

韓成祐 (ハ ン・ソンウ)



 

＜9 月 20 日現在ー団体賛同 12団体＞ 
アジア共同行動日本連絡会議/釜ヶ崎連帯委員会/9 条改憲阻止共同行動/関大校友連絡会/

三里塚実行委員会/新空港反対東灘区住民の会/人民新聞社/ 

とめよう戦争！兵庫・阪神連絡会/野宿者ネットワーク/阪神社会運動情報センター/ 

反戦・反貧困・反差別共同行動/NPO 働く者のメンタルヘルス相談室 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜9 月 20 日現在ー個人賛同 130 名ー内 6 名非公開/あいうえお順＞ 

 

青木道夫・有山陽子・安藤眞一・井奥雅樹・生田武志・池田高巌・石田加代 

和泉健一・礒田俊郎・板倉元朝・位田浩・伊藤俊郎・井上淳・井上郁子 

伊福達彦・岩野政樹・岩田吾郎・岩崎文子・岩本乾治・海原広見・仰木明 

大島淡紅子・大山伸一・大谷隆夫・大森正子・大野京子・大石恵子・岡田有生 

小多基実夫・翁長晴永・梶原義行・片岡隆・唐住日出男・川上八郎・川嶋澄夫 

河住和美・北本修二・北田万寿夫・木下俊子・木下達雄・木村真・久保薫 

黒石昌朗・古賀滋・小林嘉直・小林正明・小柳ひさし・佐々木伸良・三野英二 

新開純也・杉村尚子・須藤光郎・陶山喜世子・園良太・大丸力・高原浩之 

高橋もと子・高藤敏秋・高崎庄二・瀧川順朗・武内和世・武智邦代・武智紘一

田中直子・田村文子団孝・塚原久雄・辻恵・辻正男・津野公男・津村実 

寺田道男・渡海優・土手ゆき子・土手朊・冨永猛・中沢浩二・中田益宏 

中村優子・中本幸美・中森昭・西明良・西浜楢和・西川雄二・西尾慧吾 

西川純・西村秀明・橋本利昭・橋野高明・橋本成子・樋口曜・弘川欣絵 

福本吉雄・藤本孝一郎・古橋雅夫・本田哲郎・前田秀夫・松田耕典・松原康彦 

松尾和子・松村徳子・蜜山純子・水戸喜世子・宮本博志・宮本法子・宮崎光子 

村上ひとみ・村上薫・村岡奈美・毛利晋一・茂木康・矢田貝元・弥永修 

大和恒朗・山下けいき・山崎憲成・山本俊彦・山本由美子・山口協・吉武人定 

米村泰輔・李篤勝・李鉄 

 


